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今和 6年度 事業報告書

特定非営利活動法人 日杢丞フオ~ラ ム

1 事業実施の成果

世界の水問題解決と持続可能な発展に貢献するため、国内外の多岐にわたる関係者との連携を継続。発展させ、政策提

吉、日本の叡智の世界への発信、車の根活動の支援、人材育成・啓発及びそれらに関わる調査研究等様々な活動を展開し

た。

特に、第 :0回世界水フォーラム(2024年 5月 、インドネシア)への参加等を通して、第4回アジア・太平洋水サミットの成果
の具現化・発展を図るための議論や提言、事例共有を促進した。さらに、ユース活動の展開の推進・支援を行った。

引き続き、オンラインも活用し、日本の技術・経験等の発信及びその準備に取り組んだほか、京都世界水大賞を含む車の

根活動の支援事業を着実に実施し、成果等を発信した。

2 事業の実施に関する事項
(|)特定非営利活動に係る事業 (事業員の綸費用 【 186,479 】千円)

定款に記載された

事業名
事 業 内 容 日時 場 所

従事者

人数

受益

対象者

範囲

事業員

(千円)

政策提き

世界水フォーラムヘの参画及

びアジア・太平洋水フォーラム

の運営害を通した国内外の水

問題に関する政策提古及びそ

のフォローアップ、調査研究、

並びに連携促進事業

アジア・太平洋水フォーラム (第 4
回アジア・太平洋水サ ミットのフォ

ローアップ含む)、 第 :0回世界水
フオーラム等を通 じた、水・街生、

水関連災害等の国内外の水問麺に関

する政策提言及びフォローアップ、

特定課題・地域に関する調査研究、

関係機関との連携促進

R6.4

R7.3

東京

及び

世界

各地

18メ、

世界の

不特定

多数の

市民

51,911

日本の収智の世界への発信
日本の技術・経験等に関する情

報発信事業、並びt(諸外国との

技術交流・経験共有に係る事業

第 10回世界水フォーラムヘの参加や

NoWNETの 活動、オンラインセミナー
開催等を通じた、日本の水に関する多

様な叡智と技術 (特に水・衛生、防災

分野)の特定・発信、諸外国との技術

交流・知識経験共有

R6.4

R7.3

東京

及び

世界

各地

18人

世界の

不特定

多数の

市民

71,056

車の根活動の支援
水間違課題を抱える発展途上

国及び国内外地域に対する支

援

JWFフ アンド、会員企業・団体との連
携、グルビッシュ有水基金、京都世界

水大賞等の事業の効率的な実施によ

る発展途上国の水問題解決に向けた

車の根レベルでの支援

R6.4

R7.3

東京

及び

世界

各地

:8ノ｀

世界の

不特定

多数の

市民

12,734

人材育成・啓発
国内外の水問題の解決促進に

向けた人材育成、関ヾ喚起及び

普及啓発事業

ユース活動の推進・支援、水問題への

関心喚起や能力向上を目的としたセミ

ナー・ワークショップ等の開催、水の日・

水の週間、打ち水大作戦本部の支援

等

R6.4

R7.3

東京

及び

世界

各地

18人

世界の

不特定

多数の

市民

22,172

国内外の水問題に口する日

査研究
上記事業を実施するための調

査・研究事業

政策提吉、情報発信、車の根活動、

人材の育成及び啓発活動を実施する

ための調査・研究

R6.4

R7.3

東京

及び

世界

各地

18人

世界の

不特定

多数の

市民

28,606
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ユ経常費用

1 事業贅

今和 6年度 活動計算書
0わ 6年 4月 :日 から今和7年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 日本水フォーラム
(単位 :円 )

科 目 金   額 小 計 ・ 合 計

I経常収益

経常収益計

21,770,000

21,770,000

5,378,98:

5,378,98!

6,100,000

6,!00,000

39,201,910

58,907,319

6,652,500

18,475,422

13,761,374

136,998,525

487,586

487,586

170,735,092

(|)人件■
給与手当

法定福利費等

福利厚生貴

中小企業退職金共済

59,856,944

8,167,230

295,439

291,958

68,611,571

(2)その他経費
外注費

通信運搬貴

広告宣伝費

交際貴

会議員

旅費交通費

消耗品費

水道光熱貴

新聞図書費

諸会■

支払手数料

賃借料

保険料

印刷製本貴

登録料

保守料

活動支援費

減価償却費

地代家賃

租税公課

諸謝金

為替差損

雑費

30,312,657

6,177,733

4,917,570

569,933

2,952,244

18,465,416

467,105

609,205

99,677

356,480

547,430

1,011,945

153,986

8,103,550

13,152,222

917.578

6,l12,687

1,060,151

8,533,160

8,598,267

4,130,469

15,863

602,00!

|17,867,329

186,478,900事業員計

4事業収益
政策提吉事業

日本の叡智の世界への発信事業

人材育成・啓発事業

車の根活動の支援事業

国内外の水問題に関する調査研究事業

国 □

受取会貴

5そ の他収益

受取利息害

3受取助成金
受取助成金

2受取寄付金
受取寄付金
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科 目 金   額 小 計 ・ 合 計

経 用計

3,698,953

504,707
18,257

18,042

4,239,959

381,763

46,310
241,392
118,008

28,865

37,647

6,160

22,029

33,829

62,535

9,516

500,772

56,703

65,513

527,320
531,343

255,249

37,202

2,962,156

7,202,I!5

!93,68:,0:5

当期経常増減額 ▲ 22,945,923

Ⅲ 経常外収益

経常外収益計 0

Ⅳ経常外費用

経常外費用計 0

当期経常外増減額 0

税引前当期正味財産増減額

次期 正 産

▲ 22,945,923

87,576

262,698,785

239,665,286

給与手当

法定福利費等

福利厚生貴

中小企業退職金共済

人件

通信運搬費

交際貴

会議員

旅費交通費

消耗品費

水道光熱員

新聞図書責

諸会貴

支払手数料

賃借料

保険料

印刷製本貴

保守料

減価償却費

地代家賃

租税公課

諸謝金

雑員

2)そ の

前期繰越正味財産額

法人税、住民税及
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今和6年度 貸借対照表
0和 7年 3月 31口現在

生宣土宣型二塾二人 日本水フオーラム

(単位 :円 )

科   目 金  額 小 計 ・ 合 計

I資産の部

695,838

200,969,683

11,500

201,677,021

0 0

2,175,956

61,217,253

583,349

1,190

63,977,748

265,654,769

2,575,073

820,548

3,395,62!

364,000

364,000

3,168,000

500,000

3,668,000

121,000

121,000

7,548,621

資産合計 273,203,390

Π 負債の部

負債合計

18,427,194

70,000

6,616,800

381,360

8,032,750

10,000

33,538,104

33,538,!04

0

33,538,104

皿 正味財産の部

正味財産合計

262,698,785

▲ 23,033,499

239,665,286

負債及び正味財産合計 273,203,390

1流動資産

流動資産合計

(2)梱卸資産

(|)現金預金

現金

普通預金

貯蔵品

(3)他流動資産

立替金

未収入金

前払費用

未収退付法人税等

2固定資産

固定資産合計

(|)有形固定資産

付属設備

工具器具備品

(4)繰延資産

権利金

(2)無形固定資産

電話加人権

(3)投資その他の資産

敷金

差人保証金

l流動負債

未払金

未払法人税等

未払消費税

預り金

仮受金

前受金

流動負債合計

2固定負債

固定負債合計

前期繰越正味財産額

当期正味財産増減額
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今和6年度 計算書類の注記

生底1日塁日」二』ai△_ELE丞二22三二を生

■要な会計方針

計算書類の作成は、NPO法人会計基準 (2010年7月 20日 2017年 12月 12日最終改正 NPO法人会計基準協議会)によっています。

(1)固定資産の減価償却の方法

有形固定資産は定率法、無形固定資産は定頓法によっています。

(2)消 費税等の会計処理

消費税の会計興理は、税込方式によってしヽます。

2事業別損益の状況
事業別損益の状況は以下のとおりです。 (単位 :円 )

科   目
事  業  員

事業部門 管理部門 合計
政策提古

日本の0智のせ
界への発僣

草の根活働の
|

支援  |
人材青咸

啓発

■内■のネロ■にロマ

る●■q鸞

I饉常収益

受取全貴

受取寄付金

受取勁咸全等

,彙収
`その値収ハ

経常収益計

Π経常,用

(l)人件,
綸与手当

法定■利貴

祖利厚生貴

■■失掛金

人件■汁

(2)その他彙■

外注貴

■は■強■

広告
=伝
■

交凛■

全■■

旅貴交通費

消耗品■

水i光熱貴

晰田口,貴

綸会貴

支払手敷料

■仕料

保崚料

印刷●本■

■彙料

保守‖

活動支最貴

減価債匈貴

地代攣賃

●●公課

お日金

ハむ彗薇

雑■

その他饉員針

饉●■用針

39,201,910

600,000

58,90',319

4,866,981

6.652.500

1.61'

3.500.000

18.475.422

2.(Ю O,α)0

13,761,3,4

4.866.981

6.:00,α X)

136.998.525

1.61ワ

2,.770,000

512,000

485.969

21,770,000

5,378,981

6,100,0(K

[36,998.525

487.586

39,201,910

21.493.930

2.● 32.75,

106.089

104.839

59.50'7.319

15.514.600

2,|!6,902

つ6.5'6

'5,674

[[.521.098

2.'3[,,95

372,,42

13,483

13,325

21,975,422

7.066.766

964.231

34.880

34.469

i5,76!,3'4

[3.049.853

1.,80.598

64,411

63,65[

147.96つ .123

59,856.944

8,167,230

295,439

291,958

22.ワ 6,,969

3.698,953

504.'0'

18.25,

18.042

[,0,735,092

63.555,89,

8.6ワ l,93,

313.696

310.000

24,637.615 [ワ,'83.'52 3.131.345 8.100.046 14,958,S13 68.6[1.57[ 4,23q,959 72,851.530

8,334,794

480,833

502.629

224,228

1.680.:09

6.95る .464

146.5,3

197.992

20.201

100.5:3

154.054

328,882

52.550

543.8[8

239,938

330,[01

344.549

2,ワ

'3,2つ
つ

2.,97.30[

8'S,266

[0.'86

[75.389

14,0'4.,28

5,2,7,609

1.7:0.689

165.450

617.204

3,922.490

146,645

19',992

20.201

:00.513

[4,.502

328,382

40,430

6.482,564

12.083.462

282.860

344.549

2.つ73.27ワ

2.'9'.631

1.553.858

5,'65

193.594

354.'34

つ0.139

280,991

35,411

69.'96

529.065

29,94,

45.690

4.662

23.165

101,122

75,896

8,658

129,186

87.330

65,2,5

6.:[2.68,

79.5[[

639,98ワ

643.308

176.669

▲ 688

40,0,5

2.642,349

[05,22`

l,609,95:

40.403

27● .204

5,482.2,4

36.6ワワ

45,690

12.389

ワ0.30,

73.625

75.896

38.618

395,881

704,994

65,2'5

4.906.0521

243.9261

809.3101

104.4411

30'.93!|

[.5'5.1831

10,.2431

12[.84:|

02.224

61,982.

ワl,127

202,38,

13,726

552.101

36.498

1ワ4,067

'9,511
●39.98,

644.194

948.378

212.031

1,7● 6.632

1.715,833

576,298

85,ワ 20 10,,223

30,312.657

6.177,733

4,917.570

569,933

2.952.244

18.465,416

467.105

609,205

99,6つ ?

356.480

54'.430

1.011.945

:53.986

8.:03.550

13,152.222

9!7,5'8

6.|[2,68つ

|.060,15,

8,533,!60

8.598.26,

4.:30,469

15,863

602.001

381,つ 63

46.310

241,392

[18.008

28.865

3,.64?

6.160

22.029

33,829

62.535

9,516

500.,72

56.ワ 00

65.513

527.320

53[.3● 3

255,249

37.202

30.312.65,

6.559,496

4,917.570

6[6.243

3.193.636

18,583.024

495,9,0

646.852

105.83ワ

3'3.509

581.259

1,0,4.480

163.502

8.604,322

13.:52,222

974.28:

6.I12.68'

|,125.664

9,060.480

9,!2● .610

4.385,ワ 18

:5.863

639,203

27.2'3.2ワ | 53.2つ !.895 9.6● 2,616 10.0ワ l.48● :3.648,058 117,867.329 2.962.156 [20,829,485

51,910.386 7[.055.64, 12,733.96[ 22.lワ l,835 28.606.5ワ 1 [86,4'3.90(0 ,.202.:15 193.681.015

当翔饉常増減額 ▲ 12.'08.9,6 ▲ [[.548.328 ▲ l.212,863 ▲ 196.413 ▲ [2.345,19' ▲ 38,511,,,7 15.565,854 ▲ 22,945.923

3使途が制約された寄付金等の内訳
使趙が制約された寄付金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下のとおりです。

当法人の正味財産は239,665,286円ですが、その内8,823,456円 は、下記のように使途が特定されています。使途が特定されていない寄付金は、

事業貴共通の相に記載しています。

したがって使途が制約されていない正味財産は、230,841,830円です。                           
“

位:円 )

内 客 期普残高 当

“

増加■ 当 期 減 少 輌 期末残高 僣オ

【■の■の支援,■ 1
4℃アタフプログラム

グルビッシュ有水二全

国朦■献■金

ワ
'2,7707.475,398

136.685

2.322.000

2.155,61,

4● 6.981

2.5'0,230

1.332.099

583.666

524,540

8.298,916

0

合 計 8,384.853 4.924,598 4,485,995 8.823.456
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4固定資産の増減内訳
固定資産の増減内訳は以下のとおりです。 (単位in)

科 目 期首取得価額 取  得 鴻  少 期末取得価額 滅価債ヤ黒計● 期末根聟価額

【有形固定資産】

付属設備

工具器具備品

【無形固定資産】

電話加人権

【投資その他の資菫】

螢金

差人保証金

【繰延資摩】

権利金

2.807.228

1.423.65,

364,000

3,168,000

500,000

411,400

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

O

O

2.807.228

[.423.65,

364,000

3.168,000

500,000

4[[.400

▲ 232.155

▲ 603.109

0

O

O

▲ 290,400

2.575.073

820.548

364,000

3,!68.OOO

500,000

[21,000

計 8,674.285 8.674.285 ▲ [,125,664 7,548,62[

5役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引の内容は以下のとおりです。 (●●:日 )

科 目
財●●■に
31■された全●

内.■■との取
=|

内.■●■及びi屁
法人0と の取,1

(活動計算■)

広告
=伝
費

活動計算書計

4,91'.5ワ 0 [.62!,400

4,917.5,0 L62!.400

6その他特定非営利活動法人の資産、負債及び工味財産の状況及び正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項
・現物寄付の評価方法

現物寄付を受けた固定資産の評価方法は、購入価格によっています。
・事業費と管理■の按分方法

各事業の経費及び事業■と管理■に共通する経費のうち、外注■、広告宣伝■、交際貴、会議員、旅費交通費、登録料、活動支援■を除き、

従事割合に基づき按分してヽヽます。
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今和6年度 財産目録
●和7年 3月 31口 現在

豊二」壁望上置堕塗△ □杢丞22=2△
(単位 :円 )

科   目 金   額 」ヽ    =十 合   計
I資 産の部

164,398

531,440

l,260,3:4

1,392,468

479,890
35,429,357
10,954,537

2,929,825

20,436,617
99,933,484
2,941

3,46!,310
16,183,052

1,769,:32

6,736,756

8,500

3,000

695,838

200,969,683

ll,500

201,677,021

l,155,070

973,048
47,838

25,624,335
16,439,500

5,483,600
13,541,078

128,740

583,349

2,175,956

61,217,253

583,349

1,190

63,977,748

265,654,769

3,395,621

820,548

2,575,0,3

820,548

364,000
364,000

3,668,000

3,168,000

500,000
121,000

12:,000

121,000

7,548,62:

資産合計 273,203,390

1 囲

現金

現金 (円 貨)

現金 (外貨)

普通預金

三菱UFJ銀行
二菱UFJ銀行
三菱UFJ銀行
三菱UFJ銀行
二菱UFJ銀行
三菱U日銀行
三菱UFJ銀行
三菱UFJ銀行
三菱UFJ銀行
三菱UFJ銀行
三井住友銀行

ゆうちょ銀行

ゆうちょ銀行

貯蔵品

UFJニコス

ucヵ―ド

立替金

会議運営費用、交通費等

税理士顧間料、作業謝金等

備品保管料等

未収入金

政策提吉事業

日本の叡智の世界への発信事業

人材育成・啓発事業

国内外の水問題に関する調査研究事業

源泉所得税誤納額還付金

前払費用

諸会貴、保守料等

未収遺付法人税等

，

一

(l 形固定

工具器具備品

パソコン等

膠 コ

η
）

差入保証金

4

事務所権利金

固



,式椰[2■ (法暉20彙口儡)

科   目 金  額 小   計 合   計
Ⅱ 負債の部

33,538,104

3,566,712
554,54:

13,187,877

513,:26
604,938

168,360

213,000

8,032,750

10,000

18,427,194

70,000
6,616,800
381,360

8,032,750

10,000

33,538,104

0 0

頁百 合計 33,538,104

正味財産合計 239,665,286

日

今和7年 3月 度分給与

今和7年3月 度分社会保険料

金和6年度事業に係る外注費等

今和7年 3月 度分事務所経費等

旅費交通費等精算金

未払法人税等

未払消費税

預り金

今和6年 3月 度分源泉徴収税

今和6年 3月 度分住民税

仮受金

設計共同体業務契約金額

前受金

◆和7年度会貴

合計

2固定
コ



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和6年度年間役員名簿 (前事彙年度において役員であったことがある全員の民名及び住所又は居所エ
びにこれらの者についての前■彙年度における颯自の有無を●●した名暉)

特定』1営利三璽l法人日_杢水フ左ニラム

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

Z以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

1 匡コ・監事
タケムラ コウタロ 令和6年

令和7年

4月  1日

3月  31日

年  月 日

日年   月竹村 公太郎

2 巨ヨ・監事
カン カズ トシ 令和6年

令和7年

4月  1日

3月  31日

年  月  日

年 月 日菅  和禾U

3 巨コ・監事
ミズタニ シゲオ 令和6年

令和7年

4月  1日

3月  31日

年  月  日

年  月  日水谷 重夫

4 巨ヨ・監事
イシフタリ ミキオ 令和6年

令和7年

4月  1日

3月  31日

年 月

月

日

日年石渡 幹夫

5 厘ヨ・監事
ィ ソ^ミ  ミツノリ 令和6年

令和7年

4月  1日

3月  31日

年  月  日

年  月  日磯部 光徳

6 匡コ・監事
イチカワ ナオ ミ 令和6年

令和7年

4月  1日

3月  31日

年  月  日

4:  月   日市川 直美

7 □ ・監事

カスヤ アキヒロ 令和6年

令和7年

4月  1日

3月  31日

年  月  日

年  月  日粕谷 明博

8 塵コ・監事
コバヤシ ユウイチ 令和6年

令和7年

4月  1日

3月  31日

年 月

月

曰

曰年小林 祐―

9 匡ヨ・監事
クリハラ ジュンイチ 令和6年

令和7年

6月 24日

31日3月

年  月  日

年  月  日栗原 淳一

10 匡コ・監事
サカノシタ タケシ 令和6年

令和7年

4月  1日

3月  31日

年  月  日

年  月  日阪ノ下 健



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

11 睡ヨ・監事
シオジ カツヒサ

 

令和6年

令和7年

4月  1日

3月  31日

年  月  日

年  月  日塩路 勝久

12 巨ヨ・監事
シミズ  トオル 令和6年

令和7年

4月  1日

3月  31日

年  月  日

■1  月   日清水 亨

13 巨ヨ・監事
タカラ カオル 令和6年

令和7年

4月  1日

3月  31日

年  月  日

年  月  日費 馨

14 匡ヨ・監事
ツカハラ コウイチ 令和6年

令和7年

4月  1日

3月  31日

年  月  日

年  月  日塚原 浩一

15 巨ヨ・監事
フジツカ テツロウ 令和6年

令和7年

4月  1日

3月  31日

年  月  日

年  月  日藤塚 哲朗

16 巨ヨ・監事
ヨシムラ カズナリ 令和6年

令和7年

4月  1日

3月  31日

年  月  日

年 月 曰吉村 和就

17 睡憂]・ 監事
ワタナベ  ツギヒロ 令和6年

令和7年

4月  1日

3月  31日

年  月  日

年 月 日渡邊 紹裕

18 理事・匿ヨ
フジヨシ モ トオ 令和6年

令和7年

4月  1日

3月  31日

年  月  日

年  月  日藤芳 素生

19 理事・Eヨ
タカムラ ユウヘイ 令和6年

令和7年

6月 24日

31日3月

年  月  日

年  月  日高村 裕平

20 匡ヨ・監事
ミナ ミ テツユキ 令和6年

令和6年

4月  1日

6月  24日

年   月 日

日年   月南 哲行

21 理事 。巨 ]

クロカワ ジュンイチロウ 令和6年

令和6年

4月  1日

6月  24日

年

年

月

月

日

日黒川 純一良



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人日本水フオーラム

氏   名

浅井 重範

2 今井 義典

3 菅 和利

4 費 馨

5 藤芳 素生

6 吉村 和就

7
鹿島建設株式会社
代表取締役社長
天野 裕正

8
キヤノン株式会社
代表取締役会長兼社長 Cm
御手洗 富士夫

Ｑ

）

株式会社建設技術研究所
代表取締役社長執行役員
西村 達也

10

株式会社ヨンドシーホ
ルディングス

代表取締役社長
増田 英紀

11

株式会社東京建設コンサ
タント

代表取締役社長
大村 善雄




